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編　集　後　記
　「人間と科学　県立広島大学保健福祉学部誌」第 11 巻第 1 号をお届けすることができ，心からうれしく思い
ます。　
　これまでの本誌に掲載された内容を通覧すると原著，症例報告，報告，資料として掲載された論文数は創刊号
での 5 編から徐々に増加し第 3 巻で 10 編を数え，第 5 巻以降は常に 10 数編（最大で 17 編）にのぼり教員の
研究活動の発表の場として重要性を増してきていることがうかがえる。また毎回掲載される巻頭言，総説，学術
大会記録のほかに第 6 巻から新たに特別寄稿として大学外の方への依頼原稿が掲載されるようになりこれまで看
護学，理学療法学，作業療法学，放射線学の各分野の方から貴重な原稿を頂いている。と同時にこの頃から英文
での投稿も 1，2 編ではあるが見られるようになり，まさに大学学部誌として格調高いものへと進化していると
いえよう。
　査読を含む編集作業に関しても毎年少しずつではあるが投稿規定の修正と掲載に至るまでの作業過程を見直
し，できるだけスムーズに遂行できるように努力している次第であるが，一方投稿原稿に関しては投稿規定の順
守や論文内容等一部に問題のあるものが散見され査読者および担当の編集委員を悩ませる結果となっている。
　本誌の大きな特徴は大学内に多様な保健医療福祉の専門家がおり，査読に多大なご協力を頂いている点である。
それゆえ大変貴重な助言や提言が各分野からなされ投稿者にとっても査読の経過は大変有益なものになっている
と推察できる。
　投稿者は 1 つの論文が掲載に至るまでには自身の努力のみならず多くの方の時間と労力を経ていることを自覚
し十分な検討の上での投稿を期待したい。また投稿の際，初心者は関連する研究者から事前にスーパーバイズを
受けることも投稿後の修正に伴う煩雑さを回避できる一手段であるのでぜひご検討をお願いしたい。
　さて第 11 巻第 1 号は，石﨑文子先生の巻頭言に続いて，総説として加茂陽先生に「ソーシャルワークの新た
なパラダイム」を山岡喜美子先生に『実践の思想』として「その人らしく生きる高齢者を支える－介護の視点か
ら考える－」を執筆していただき充実した内容となった。一般原稿として 15 編の投稿があり厳正な査読の結果，
原著 3 編，報告 9 編，資料 3 編が掲載された。また第 11 回学術大会の記録も例年同様掲載した。
　最後になりましたが，特別原稿をご執筆いただいた先生方，多忙な中での査読にご尽力いただいた多くの先生
方，本誌への投稿者，編集委員各位，本誌の発刊に際しご協力頂いた関係者の皆様に心から深く感謝申し上げます。
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